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事業概要
１．目的

コスト競争力が高く、軽量・フレキシブルなペロブスカイト太陽電池を
開発し、既存技術では設置できなかった耐荷重の小さな場所への設置を目指す

２．期間
2021.2 ～ 2026.3

３．目標（最終）
900cm2サイズパネル:変換効率18％、劣化率1.0％/年、稼動年数15年、
パネル単価2,500円（154円/W相当）→ 発電コスト20円/kWh相当

４．成果・進捗概要
・フィルムモジュールでPCE=21％達成(7.5cm角）
・30cm角以上のフィルムモジュールの試作開始
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会社概要
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商号 : 株式会社エネコートテクノロジーズ（EneCoat Technologies Co.,Ltd.）

設立 : 2018年1月11日（事業開始:2019年1月1日）

本社工場: 京都府久世郡久御山町佐古外屋敷43番地１

他拠点 : 宇治開発センター、槇島イノベーションセンター、

および京都大学宇治キャンパス内拠点

資本金 : 9千万円（累計調達額約24億円）

役職員 : 54名

事業内容 : ペロブスカイト太陽電池(PSCs)およびその関連材料の開発・製造・販売等



沿革
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2016・京都大学インキュベーションプログラム（IGP)が創設。第一号案件として採択
2017・法人設立
2019・シードラウンド、UDC(宇治開発センター)で事業スタート

・NEDO事業:新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究開発事業
(フェーズB) 採択

2020・シリーズAラウンド
・NEDO事業:新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究開発事業

(フェーズC) 採択
・NEDO事業:太陽光発電主力電源化推進技術開発／太陽光発電の新市場創造

技術開発 採択
2021・NEDO事業:グリーンイノベーション基金事業／次世代型太陽電池の開発採択
2022・シリーズBラウンド、本社をKPIC(京都PSCsイノベーションセンター)に移転
2023・MAC(槇島イノベーションセンター）設立



社名の由来
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会社名:エネコートテクノロジーズ

エネルギーをコート（塗工）する



拠点
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UDC
宇治開発センター

京都大学宇治キャンパスMAC
槇島イノベーションセンター

KPIC（本社工場）
京都PSCsイノベーションセンター

約12km

京都駅



グリーンイノベーション基金活動
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■グリーン成⾧戦略において実行計画を策定している重点14分野



GI基金活動（次世代型太陽電池の開発）

7 / 18

事業者テーマ
幹事 積水化学工業株式会社
国立大学法人東京大学
学校法人立命館立命館大学

超軽量太陽電池 R2R 製造技術開発

幹事 株式会社東芝
国立大学法人東京大学
学校法人立命館立命館大学

フィルム型ペロブスカイト太陽電池実
用化技術

幹事 株式会社エネコートテクノロジーズ
国立大学法人京都大学

設置自由度の高いペロブスカイト太陽
電池の社会実装

幹事 株式会社アイシン
国立大学法人東京大学

高効率・高耐久モジュールの実用化技
術開発

株式会社カネカ高性能ペロブスカイト太陽電池技術開
発

国立研究開発法人産業技術総合研究所次世代型ペロブスカイト太陽電池の実
用化に資する共通基盤技術開発



エネコートのコンソ
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エネコートのミッション:京都大学発の技術を社会実装につなげる

創業時より強力な産学連携体制を推進



GI基金活動 目標
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エネコートの研究開発目標



技術紹介
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順型か、逆型か



技術紹介 単分子正孔輸送材料
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PATAT=Phosphonic acid functionalized Triazatruxene

PATATの特徴

・材料自身の可視光吸収量が少ない
・単分子膜のため、吸収量が少なく、界面の干渉が防げる
・単分子膜のため、膜の抵抗が少ない



技術紹介 フィルムモジュール
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This work

Our Goal

PATATを用い、フィルムモジュールとして高効率を達成
今後はこの技術を用いて大面積化を検討する



技術紹介 塗布技術
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PCE
（％）FFJsc

（ｍA/cm2)
Voc
（V)

19.90.8021.81.14Forward

18.90.7721.71.13Reverse

貧溶媒フリーでも高性能



技術紹介 塗布技術
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470mm

フィルムモジュールの試作検討中

外形サイズ（370×470mm、液晶のG2サイズ）で
フィルムモジュールの試作を開始。

均一性７％達成

※ 均一性の計算式:
（最大値－最小値）/平均/2



技術紹介 耐久性試験
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耐光性試験機（Q-SUN、Xe-3）

キセノンランプ（100mW/cm2)の連続照射試験

連続照射試験1,500hで
ほぼ性能低下無し



「どこでも電源🄬」とは
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エネコートテクノロジーズが開発するペロブスカイト太陽電池は、
①晴天時だけでなく、曇り空や室内光下のような暗い光でも高い発電能力を発揮
②フィルムを基材にした柔軟性の高い軽量太陽電池が実現可能

↓
このような特性を生かし、設置する場所を選ばず、どこでも発電し電力を供給する
ペロブスカイト太陽電池を、「どこでも電源®」と命名。

どこでも電源®:商標登録第6571381号



アプリケーション展開
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